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『
出
水
喜
多
会
の
活
動
に
つ
い
て
』 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
男
川 

孝
仁 

 

そ
の
１
『
地
方
創
生
』
に
つ
い
て 

令
和
７
年
の
参
議
院
議
員
選
挙
の
最
中
の
寄
稿

で
あ
る
が
、
争
点
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
『
地
方
創
生
』

に
つ
い
て
拙
い
話
を
し
た
い
。 

選
挙
戦
で
の
『
地
方
創
生
』
に
つ
い
て
は
、
地
方

で
の
事
業
収
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
多
く
を
語
ら
れ

て
い
た
よ
う
だ
が
、
本
来
、
収
入
利
益
の
面
で
は
な

く
日
本
の
伝
統
芸
能
文
化
事
業
に
大
い
に
目
を
向
け

て
頂
き
た
い
も
の
だ
と
、
考
え
て
い
る
。 

か
つ
て
入
来
で
開
催
さ
れ
て
い
た
『
薪
能
』
な
ど
、

そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。 

筆
者
は
、
梶
原
宣
俊
師
の
誘
い
を
頂
き
炉
ば
た
セ

イ
談
４
年
目
の
新
参
者
で
あ
る
が
、
梶
原
師
の
能
・

謡
曲
二
十
五
年
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
よ
う
。 

令
和
７
年
で
、
師
は
七
九
歳
と
な
ら
れ
る
が
、
昨

年
来
体
調
を
崩
さ
れ
、
炉
ば
た
セ
イ
談
の
寄
稿
を
は

じ
め
、
出
水
市
文
化
協
会
の
理
事
や
、
鹿
児
島
謡
曲

連
合
会
の
幹
事
ま
で
、
公
的
な
お
役
目
を
ご
辞
退
さ

れ
、
自
宅
で
静
養
さ
れ
て
い
る
。 

能
楽
と
の
出
合
い
は
、
五
十
一
歳
の
時
能
楽
堂
の

あ
る
福
山
市
で
、
喜
多
流
能
楽
師
大
島
政
允
氏
に
師

事
さ
れ
た
事
に
始
ま
る
が
、
た
っ
た
６
年
で
『
喜
多

流
謡
教
士
免
状
』
を
取
得
さ
れ
た
。 

熊
本
県
芦
北
町
で
毎
年
『
喜
多
流
薪
能
』
が
開
催

さ
れ
我
々
弟
子
達
も
連
れ
て
行
っ
て
頂
く
が
、
現
在

は
大
島
政
允
氏
の
長
男
輝
久
氏
や
衣
恵
様
は
Ｔ
Ｖ
で

も
御
活
躍
中
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。 

そ
の
２
『
鹿
児
島
謡
曲
連
合
大
会
』
で
の
活
躍 

鹿
児
島
謡
曲
連
合
会
の
会
報
『
風
姿
』
第
２
号
に

か
じ
わ
ら
の
ぶ
と
し 

て
る
ひ
さ 

 
 
 
 

き
ぬ
え 

ま
さ
み
つ 
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喜
多
流
・
出
水
喜
多
会
（
梶
原
宣
俊
）
の
幹
事
活
動

の
記
述
が
見
ら
れ
、
翌
年
の
第
56
回
鹿
児
島
謡
曲
連

合
大
会
に
、
梶
原
師
の
鬼
界
嶋
『
独
吟
』
と
記
載
が

あ
る
。
平
成
19
年
の
こ
と
で
あ
る
。 

ま
た
、
平
成
27
年
の
『
第
30
回
国
民
文
化
祭
』

の
『
能
楽
の
祭
典
』
に
も
、
梶
原
師
と
國
安
兄
弟
子

の
『
箙
』、『
敦
盛
』
の
記
録
が
見
え
る
。 

実
は
、
筆
者
は
俳
句
活
動
が
も
と
で
梶
原
師
と
出

会
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
ま
で
は
『
俳
句
』

も
『
能
』
も
全
く
無
縁
の
生
活
で
あ
っ
た
。 

出
水
市
教
育
委
員
会
の
方
々
が
、『
第
30
回
国
民

文
化
祭
』
の
ポ
ス
タ
ー
を
持
参
し
て
、『
出
水
市
が
俳

句
大
会
の
会
場
に
決
ま
っ
た
の
で
ご
協
力
下
さ
い
。』

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

俳
句
な
ど
作
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
出
水
市

の
吟
行
バ
ス
で
鶴
の
観
察
セ
ン
タ
ー
な
ど
見
学
し
て

俳
句
大
会
へ
初
投
句
も
試
み
た
。 

予
想
通
り
の
残
念
な
結
果
で
あ
っ
た
が
、
入
選
し

た
高
校
の
同
級
生
か
ら
、『
俳
句
会
』
な
る
も
の
に
誘

わ
れ
た
事
が
大
い
に
幸
い
で
あ
っ
た
。 

出
水
市
の
『
夕
鶴
俳
句
会
』
は
、
毎
月
一
回
第
三

水
曜
日
に
中
央
図
書
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
鹿

児
島
か
ら
御
指
導
に
見
え
る
俳
句
結
社
『
河
鹿
』
の

淵
脇
護
主
宰
の
教
え
が
素
晴
し
く
、
そ
の
後
楽
し
い

猛
勉
強
に
明
け
暮
れ
る
日
々
が
続
く
こ
と
と
な
る
。 

数
年
後
、
俳
句
会
の
学
級
長
に
な
る
と
出
水
市
文

化
協
会
の
委
員
と
し
て
お
役
目
を
頂
き
、
新
年
会
で

『
能
楽
の
謡
い
』
と
い
う
聞
い
た
事
も
な
い
分
野
で

ご
活
躍
の
梶
原
宣
俊
氏
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。 

そ
し
て
、
翌
年
か
ら
『
夕
鶴
俳
句
会
』
に
ご
加
入

頂
き
、
そ
の
後
筆
者
も
『
能
楽
の
謡
い
』
を
勉
強
さ

せ
て
頂
く
運
び
と
な
っ
た
。 

そ
の
３
入
来
院
家
の
活
動
に
つ
い
て 

梶
原
師
の
凄
い
と
こ
ろ
は
、
鹿
児
島
謡
曲
連
合
会

第
５
号
会
報
『
風
姿
』
に
ご
紹
介
の
あ
っ
た
『
入
来

薪
能
』
に
強
い
興
味
を
持
た
れ
、
入
来
院
貞
子
様
と

か
じ
か 

ふ
ち
わ
き
ま
も
る 
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は
御
会
い
出
来
な
か
っ
た
が
、
鹿
児
島
謡
曲
連
合

会
・
前
会
長
の
中
西
喜
彦
先
生
が
編
集
長
を
さ
れ
て

い
る
『
炉
ば
た
セ
イ
談
』
に
長
年
寄
稿
を
さ
れ
続
け

て
い
た
事
で
あ
る
。 

『
風
姿
』
第
５
号
は
、
平
成
21
年
10
月
30
日
の

発
行
で
あ
る
が
、
第
一
面
全
面
で
『
第
７
回
入
来
薪

能
』
の
御
解
説
を
入
来
院
貞
子
様
が
な
さ
っ
て
い
る

の
で
是
非
と
も
写
真
掲
載
を
お
願
い
し
て
皆
様
に
ご

覧
に
な
っ
て
頂
き
た
い
。（
別
添
） 

ま
た
平
成
26
年
の
『
風
姿
』
第
10
号
に
は
、
現

在
『
炉
ば
た
セ
イ
談
』
編
集
担
当
の
下
土
橋
渡
氏
の

御
寄
稿
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
て
お
く
。 

 『
入
来
薪
能
と
鳥
追
舟
』 

下
土
橋 

渡 

夫
で
庶
流
入
来
院
当
主
の
入
来
院
重
朝
氏
の
定

年
退
職
に
伴
い
、
平
成
６
年
夫
と
共
に
東
京
か
ら
薩

摩
川
内
市
入
来
に
移
り
住
ん
だ
入
来
院
貞
子
さ
ん

（
平
成
23
年
５
月
死
去
）
が
、
先
祖
の
渋
谷
氏
が
関

東
か
ら
下
向
し
て
７
５
０
年
に
な
る
の
を
機
に
、
地

域
興
し
グ
ル
ー
プ
と
そ
の
支
援
会
の
人
た
ち
と
、
東

京
か
ら
観
世
銕
仙
会
一
行
を
招
き
入
来
薪
能
を
開
催

し
た
の
は
平
成
12
年
の
こ
と
で
し
た
。 

地
域
興
し
グ
ル
ー
プ
も
支
援
会
グ
ル
ー
プ
も
能

に
は
ず
ぶ
の
素
人
で
し
た
が
、
第
１
回
の
薪
能
を
皮

切
り
に
第
２
回
、
第
３
回
と
成
功
さ
せ
て
い
き
ま
し

た
。 第

４
回
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
頃
、
貞
子
さ

ん
は
地
元
の
薩
摩
川
内
が
舞
台
に
な
っ
て
い
る
『
鳥

追
舟
』
と
い
う
謡
曲
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
ぜ

ひ
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
経
費
負
担
が
限
界
ぎ

り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
『
鳥
追
舟
』
の
開
催
を
決
心
。
場
所
も
市

街
地
の
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い
に
移
し
、
平
成
14

年
９
月
７
日
、
入
来
薪
能
『
鳥
追
舟
』
が
実
現
し
ま

す
。 
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貞
子
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま

す
。―

今
ま
で
の
曲
よ
り
ワ
キ
ツ
レ
と
子
方
の
２
名

が
増
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
ワ
キ
も
上
級
な
人
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
京
都
の
先
生
を

お
願
い
す
る
。
ハ
タ
ラ
キ
と
い
う
お
手
伝
い
も
１
人

増
え
費
用
は
相
当
か
か
る
の
だ
が
、
後
々
に
も
川
内

市
の
記
録
に
残
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
こ
は
頑
張

る
し
か
仕
方
な
い
。 

貞
子
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
今
、『
鳥
追
舟
』
の
開

催
は
後
々
に
残
る
貴
重
な
記
録
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

入
来
薪
能
『
鳥
追
舟
』
の
開
催
が
契
機
の
一
つ
に

な
り
平
成
16
年
に
、
九
州
新
幹
線
川
内
駅
前
に
、
能

『
鳥
追
舟
』
の
里
の
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

（
元
九
州
職
業
能
力
開
発
大
学
校
教
授
） 
 

そ
の
４
最
後
に 

現
在
の
出
水
喜
多
会
は
、
筆
者
と
高
校
３
年
生
の

山
下
凛
さ
ん
の
２
名
で
活
動
し
て
い
る
。 

                  

出水喜多会（左より筆者、梶原宣俊師、山下凛さん） 

や
ま
し
た
り
ん 
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令
和
二
年
に
、
文
化
庁
支
援
の
伝
統
文
化
親
子
教

室
が
出
水
市
で
始
ま
り
、
翌
年
山
下
凛
さ
ん
が
中
学

三
年
生
で
弟
子
入
り
し
て
下
さ
っ
た
。 

梶
原
師
の
体
調
が
思
わ
し
く
な
い
中
で
毎
月
２

回
の
勉
強
会
を
続
け
て
頂
い
て
い
る
。 

勉
強
熱
心
な
山
下
凛
さ
ん
は
女
生
徒
な
が
ら
強

吟
が
得
意
で
、
堂
々
た
る
謡
い
っ
ぷ
り
に
梶
原
師
も

目
を
細
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。 

今
年
の
10
月
の
鹿
児
島
謡
曲
連
合
大
会
で
は
、
二

人
で
『
舟
弁
慶
』
と
『
安
宅
』
を
発
表
の
予
定
で
い

る
が
、
大
学
進
学
を
控
え
て
い
る
山
下
凛
さ
ん
の
今

後
を
御
心
配
下
さ
っ
て
い
る
梶
原
師
に
対
し
、『
大
学

生
に
な
っ
て
も
続
け
ま
す
の
で
、
先
生
！
お
元
気
に

な
っ
て
沢
山
の
謡
い
を
教
え
て
下
さ
い
！
』
と
胸
が

熱
く
な
る
事
を
言
っ
て
く
れ
る
。 

体
調
ご
不
調
な
が
ら
も
出
水
喜
多
会
の
活
動
継

続
を
切
望
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
梶
原
宣
俊
師
の
御
快

復
を
願
い
な
が
ら
、
師
の
期
待
に
応
え
た
い
。 

し
ら
お
が
わ
・
た
か
ひ
と 

出
水
市
文
化
協
会 

副
会
長 

俳
句
結
社
河
鹿 

無
監
査
同
人 

       

  

   

あ
た
か 
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別添 


